
送電線工事の工期短縮の可能性について
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○地権者との交渉や環境アセスメントを含めた許認可手続きに、長期間要することが一般的。

○動植物等環境面の配慮から、年間の半分程度の期間、工事が制限されることが一般的。

○国からのご支援により、どの程度短縮できるか、調整することになる。

自治体のご理解に基づく環境条例変更
等で、評価項目の削減や手続きの簡素
化が図れれば、短縮の可能性

国のご支援による土地取得の円滑化
等が実現すれば、短縮の可能性
（建設後に、事業者による保守業務等
に支障が出ないよう、配慮が必要）事業者による最大限のマンパワー

投入（その他建設工事への影響を
評価する必要）や設計最適化検討
の簡素化（コストアップとなる可能
性）により、短縮の可能性

国のご支援により、工事制限期間の
減少が図れれば、短縮の可能性
大量の電工を確保可能であれば、短
縮の可能性（その他建設工事・補修
工事への影響を評価する必要）

国のご支援による地権者との事前協議、
自治体のご理解に基づく規制緩和等が行
われれば、調査業務の効率が向上し、短
縮の可能性


